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§１．研究開発実施体制  

 

（１）敷中グループ（国立研究開発法人産業技術総合研究所） 

① 研究開発代表者：敷中 一洋 （産業技術総合研究所化学プロセス研究部門、主任研究員） 

主たる共同研究者：平 敏彰  （産業技術総合研究所化学プロセス研究部門、主任研究員; 

参画期間 2019/11/1-2022/3/31） 

② 研究項目 

・同時酵素糖化粉砕(SESC)で得られるリグニン【SESC リグニン】の改質に向けた 

有機修飾反応機構の解明と最適化 

・白色／透明化 SESC リグニン誘導体の機能 (耐熱性・抗酸化性・紫外線吸収性等) 評価 

・SESC リグニン誘導体による自己組織体の構造／機能評価 

（２）富永グループ（国立大学法人東京農工大学） 

① 主たる共同研究者：富永 洋一 （東京農工大学大学院生物システム応用科学府、教授） 

② 研究項目 

・SESC リグニン誘導体ないし誘導体ベース素材の機械的／熱的特性評価 

・SESC リグニン誘導体ないしベース素材における会合体の構造／機能評価 

・SESC リグニン誘導体ベースブレンドの生分解性評価 

 

§２．研究開発成果の概要  

本年度は主に下記 4 項目について研究を実施した。 

1. 各種イソシアナートによるリグニン誘導体の白色化： 昨年度までに各種リグニン誘導体で実施

したリグニンの白色化を同時酵素糖化粉砕で得られたリグニン誘導体 (SESC リグニン) と様々なイ

ソシアナート原料で確認し、リグニン白色化反応の汎用性を広げた (成果 1)。 

2. リグニン白色化メカニズムの解明： 昨年度までの白色化リグニンに対する分析結果と本年度実

施の透過型電子顕微鏡による形態観察および熱メタノール分解を通じた有機置換基修飾量評価

などを元に、均質粒子化と表面被覆がリグニン白色化を引き起こすと提案した (成果 1)。 

3. SESC リグニンの高機能導電フィラーとしての機能解明： 昨年度までに高分子耐熱化能などの

機能を評価してきた SESC リグニンについて極少量の添加による固体高分子電解質のイオン伝導

性の飛躍的向上を確認した (成果 2)。 

4 リグニン誘導体の分解性評価： 論文準備中のため詳細は割愛する。 
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